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教 育 の 基 本 目 標 
 

 今、２１世紀を切り拓く心豊かでたくましい日本人の育成に向けて、国を挙げて様々な

「教育の構造改革」が進められ、教育基本法等の改正に伴い、平成２０年に新しい学習指

導要領が告示され、平成２３年４月から小学校で、平成２４年４月からは中学校で全面実

施となりました。これら一連の取り組みには、心豊かで希望と活力のある社会を築いてい

く上で、その基盤となる教育の質の向上に対する国民の熱い期待が強く込められています。 

 志免町では「誰もが輝く 住みよいまち」の実現に向けて、ふるさと意識の高いまち・

親しみやすいまち・元気なまち・やさしいまちの４つを基本理念として掲げ、教育におい

ては「未来の担い手と共に育つ」ことを基本目標におき、家庭・地域・学校が一体となっ

て健やかな子どもを育てる教育環境の充実に努め、２１世紀の社会の変化に主体的に対応

しながら、自らの生き方を創り出していく町民の育成をめざしています。 

 そのためには、町民一人一人に、他者への思いやりの心や生命を大切にする心などを支

える価値意識や規範意識としての人間性、自ら課題を見つけ主体的に思考・判断しながら

問題解決していく資質・能力としての創造性、社会の一員として他者との共生を支える社

会規範を尊重する意識や態度としての社会性、国際社会の一員として異なる文化や歴史を

持つ人々との共生を支える自国文化や異文化を理解し尊重する意識や態度としての国際性

を積極的にはぐくむことが重要です。 

 また、町民一人一人が、生涯にわたって自己の目標や理想の実現に向かって学び続ける

ことができるように、関係諸機関と連携を図りながら学校教育及び社会教育における教育

改革を積極的に推進することが大切です。 

 このような認識のもとに、志免町教育委員会は、「福岡県の教育施策」及び教育力向上福

岡県民運動「福岡の教育ビジョン」を十分に踏まえつつ、次のような基本目標を掲げ、「誰

もが輝く 住みよいまちづくり」をめざして教育行政を推進していきます。 

 

【人間性】豊かな心とたくましく生きるための健康や体力を備えた心身ともに健

全な町民の育成                   

【創造性】未来を拓く豊かな創造性に富む町民の育成 

【社会性】社会の一員として「公共」の精神を重んじ、社会に主体的に参画する

とともに、互いの人権を尊重する町民の育成 

【国際性】国際社会の一員として自国及び他国の伝統・文化を理解し、創造する

とともに、世界の平和と繁栄を希求する町民の育成 

 

 志免町教育委員会は、この基本目標を達成するため、平成２６年度の主要施策を次のと

おり定め、志免町小・中学校及び関係機関・団体と連携し、広く町民の理解と協力を得な

がら、積極的かつ着実に施策の推進に努めます。 
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第１章 学校教育主要施策 

～人間性・創造性・社会性・国際性をはぐくむ学校教育の充実～ 

 基本目標に掲げた４つの町民の姿を実現することは、２１世紀を切り拓く心豊かでたくましい

日本人の育成にもつながる重要なことであり、学校教育とりわけ義務教育期においてその基礎・

基本を培うことが大切です。また、４つの基本目標を支える人間性、創造性、社会性、国際性の

育成は、文部科学省が提唱する「生きる力」を育成することでもあります。さらに、基本目標達

成に向けては、各学校が家庭や地域と密接な連携・協力ができる信頼関係を築き、児童生徒がい

きいきと学べる学校づくりをめざさねばなりません。 

そこで、人間性、創造性、社会性、国際性をはぐくむ教育の充実とその基盤となる家庭や地域

の信頼を獲得する学校づくりを施策の柱とした教育改革プランを策定し、推進します。本年度も

「学力向上」「不登校の減尐」を重要課題として位置づけ、２学期制を基盤とした教育活動及び義

務教育９年間を見通した教育活動を充実させていきます。 

 

第１ ４つの目標達成に向けた教育内容及び環境の充実 

１ 豊かな人間性をはぐくむ教育の推進 

 (1) 道徳の時間を要とした道徳教育の充実を図ります。 

① 道徳の時間と各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育、

とりわけ体験活動との効果的な関連を位置づけた教育指導計画の作成を促し、実感に基づ

く道徳教育を推進する中で、道徳性を高めます。 

② 保護者や地域の方々を対象に「道徳の時間」の授業を公開し、心の教育に対する理解を

図ります。 

③  道徳教育に関する校内研修を促し、自尊感情を高め、生命尊重の精神や規範意識をはぐ

くむ「道徳の時間」の充実を図ります。 

 

 (2) 小中連携による個の実態に応じた生徒指導を推進します。 

① 小・中学校合同の町生徒指導委員会に、指導主事や教育相談員を派遣し、いじめ・不登

校問題を中心とする生徒指導上の諸問題の解決に向けた学校間の連携を図ります。 

② 各中学校に心の教室や不登校対応教室を設置し、スクールカウンセラーや町の教育相談

員、学級補助員等を配置することで、いじめ・不登校問題等の早期発見と個別的な対応の

充実を図ります。 

③ 教育委員会の教育相談室を活用し、学校ソーシャルワークに視点をおいた相談活動によ

って保護者や児童生徒の様々な問題に対応する関係諸機関と連携した教育相談体制の充実

を図ります。 

④ 各小中学校の生徒指導委員会に教育相談員を派遣し、生徒指導上の諸問題の実態把握と

学校や教職員を対象とした支援を行い、生徒指導のサポート体制をつくります。 

⑤ 学校生活に関するアンケートを実施し、現在の学級の状況を把握します。そして、その

結果をもとにした取り組みを行い、学級に支持的風土を構築して、不登校の未然防止や改

善・解消に役立てます。 
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 (3) 健康で安全な学校生活をめざして健康教育の充実を図ります。 

① 給食主任や栄養教諭、学校栄養職員を中心に「食に関する指導」の充実を図ります。 

② 福岡県ＰＴＡ連合会の”新”家庭教育宣言と連動し、家庭と連携しながら「早寝・早起

き・朝ごはん」運動の推進に努めるとともに、健康の増進をめざします。 

③ 小・中学校で一貫した非行防止学習の充実に努めます。 

④ 新体力テストを実施し、体育学習や運動部活動の充実に生かしながら、児童生徒の体力

向上をめざします。 

 

 (4) 人権・同和教育の充実を図ります。 

① 町の全学校の教員を対象とした人権教育実践交流会の実施や、同和教育副読本「かがや

き」、人権教育学習教材集「あおぞら」を活用した授業を推進します。 

② 志免町子どもの権利条例に基づく授業づくりの充実を図ります。 

 

 (5) 中学校の部活動指導の充実を図ります。 

① 保護者や町民を中心に専門性を有する指導者をスポーツボランティアとして登録し、各

学校の要請に応じる体制づくりに努め、部活動の充実を図ります。 

 

２ 豊かな創造性をはぐくむ教育の推進  

 (1)「授業づくり」、「集団づくり」、「習慣づくり」の３つの柱から学力向上に取り組みます。 

① 中学校区を単位として、９年間をひとまとまりと考えた教育活動を展開します。 

② 指導主事を校内研修や授業参観に派遣し、授業づくりに対する指導助言を行います。 

③ 学級補助員を配置し、習熟度や個の課題に応じた支援の充実を図ります。 

④ 学力向上を図る教育活動や推進の在り方を具体化するために、志免中央小学校・志免西

小学校に町の研究指定を委嘱します。 

⑤ 町で統一した学力調査を実施し、授業改善の充実をめざします。 

⑥ 学習プリントのインターネット配信サービスやプリント教材ソフトを活用し、基礎基本

の習得や活用する力の定着をめざします。 

⑦ 学年・学級間格差をなくすために、学校内で基本的な学び方と教え方の共通理解を深め

ます。 

  ⑧ 土曜日に授業等を実施し、学力向上及び家庭・地域との連携強化を図ります。 

 

 (2) 志免町子ども読書活動推進計画に基づき、読書に親しむ態度の育成に努めます。 

① 町立図書館を拠点館として、学校図書館との人的ネットワーク化を図り、情報や図書の

交流など町と学校が一体となった読書活動を推進します。 

② 司書教諭を中心とした学校図書館連絡会を設置し、小・中学校における図書や読書活動

の質的な充実を図ります。 

③ 各学校の要請に応じて、町立図書館から読書ボランティアを派遣しながら学校の読書活

動の充実を図ります。 

 

 (3) 地域の教育資源を活用した教育活動を推進します。 
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① 社会科副読本「わたしたちの志免２１」を活用し、小学校中学年社会科学習において、

志免町に根ざした学習の充実を図ります。 

 

 (4) 小中連携による個のニーズに応じた特別支援教育を推進します。 

① 小・中学校特別支援学級担当者会の実施をとおして、小・中学校の連携を踏まえた就学

の在り方や校内支援体制の在り方について検討します。 

② 個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成を進め、個の教育的ニーズに応じた指導を

行います。 

③ 通級指導教室の教育環境を整え、個の教育的ニーズに応じた指導の充実をめざします。 

④ 通常学級や特別支援学級に学級補助員を配置し、特別に支援が必要な児童生徒への支援

体制の充実を図ります。 

⑤ 関係各課及び専門機関等との連携を図り、各学校の発達に課題がある児童生徒への指導

内容や指導方法について日常的・継続的な支援を行います。 

 

３ 豊かな社会性・国際性をはぐくむ教育の推進 

 (1) 環境汚染や尐子高齢化に対応する環境教育や福祉教育の充実を図ります。 

① 総合的な学習の時間において、環境、福祉を課題として積極的に取り上げ、環境や福祉

に対する見方・考え方の向上を図ります。 

 

 (2) 国際化に対応する国際教育や外国語教育の充実を図ります。 

① 外国語指導助手を中学校に派遣し、外国語教育の充実を図ります。 

② 外国語指導助手を小学校に派遣し、外国語への興味・関心を高めます。 

 

 (3) 情報化に対応する情報教育の充実を図ります。 

① 教科や総合的な学習の時間において、積極的に情報通信機器を活用させ、情報通信機器

利用上のモラルやスキルなど情報活用能力の向上を図ります。 

 

 (4) 進路の多様化に対応するキャリア教育の充実を図ります。 

① 総合的な学習の時間等において、職場体験や様々な社会体験を取り入れ、望ましい勤労

観や職業観、集団生活に必要な規範意識やマナーなどの向上を図ります。 

 

第２ 家庭や地域の信頼度を高める教育内容及び環境の充実 

１ 家庭や地域に開かれた信頼される学校づくりの推進  

 (1) 学校の自主性・自律性を高め、特色ある学校づくりの充実を図ります。 

① 志免町の教育施策を受けて、校長が学校経営ビジョンを提案する場として志免町学校教

育推進会議を開催します。 

② 教育委員会の学校訪問を行い、学校運営に対する形成的な外部評価を実施します。 

③ 各学校において学校関係者評価委員会を設立し、学校運営の改善が適切に行われるよう

な学校評価を実施します。 

④ 各学校の自己評価や学校関係者評価の結果を公表します。  
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 (2) 家庭や地域に対する教育情報の発信を推進します。 

  ① 機会をとらえて各学校のホームページを更新し、学校の情報公開に努めます。 

  ② 学力向上のために家庭で取り組むことを示した「家庭学習の仕方」を保護者に配布し、

家庭と連携しながら家庭学習の充実をめざします。 

 

２ 教育的指導力を高める人材育成の推進  

 (1) 教えるプロとしての指導力量を高める研修の充実を図ります。 

① 論文研修会を設定し、教育実践の成果や課題を見つめ授業改善に生かす支援を提   

供します。 

② 町の教育課題への対応について、小中学校の全教員で学ぶ夏季教育研修会を実施します。 

③ 学級補助員の研修会を充実させ、実践的な指導力量の向上を図ります。 

④ 志免町に赴任した教員を対象とした研修会を実施し、志免町の教育施策と子どもの権利

条例への理解を深め、各学校の教育活動の充実を図ります。 

⑤ 指導力を高めてほしい教員や、実践的・専門的な研修が不足している講師等に、指導主

事が個別に学級経営や授業の技術を教え、指導力量の向上を目指します。 

⑥ 教務主任の研修会を充実させ、ミドルリーダーとしての指導力の向上を図ります。 

 

３ 安心して学べる学校づくりの推進 

 (1) 安全で快適な学校生活が送れるよう、施設設備の充実を図ります。 

① 改造、改修等による老朽校舎の計画的整備を実施します。 

② 計画的な耐震改修による学校施設耐震化を推進します。 

 

  (2) 安全な学校生活が送れるよう安全体制の整備・充実を図ります。 

① 青尐年問題協議会を基盤に、定期的に児童生徒の安全にかかわる情報交換を行い、共同

で取り組むべき活動を推進します。 

② 情報配信サービスを活用し、児童生徒の安全にかかわる情報を個別に一斉配信します。 

③ 災害を想定した避難訓練を実施します。 

 

 (3) 各学校の危機管理体制を整備し、危機管理意識の高揚を図ります。 

① 学校の危機管理については、本教育委員会の「危機管理マニュアル」をもとに、生命安

全の確保を最優先とする学校危機管理体制を整え、教職員の危機管理意識の高揚に努めま

す。 

② 児童生徒の個人情報セキュリティ対策として、本町作成の「情報セキュリティハンドブ

ック」をもとに、各学校の実態に応じて情報セキュリティポリシーを作成し、重要な教育

情報を適切に管理・運用します。 
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第２章 社会教育主要施策 

「人と地域がにぎわうまち」「未来の担い手と共に育つまち」をめざした社会教育の

推進 

 町民の価値観や生活様式が多様化し、心の豊かさや生きがいづくりへの志向が高まる中、町民

との協働のまちづくりを推進していく事が重要な課題となっています。 

 その中で、第５次志免町総合計画で、社会教育が特に関わる「人と地域がにぎわうまち」「未来

の担い手と共に育つまち」を中心として以下の５つの柱にそって、社会教育の推進に努めます。 

 

(1) 子どもの健全育成 

(2) 地域活動・住民活動の支援 

(3) 志（こころ）ある人づくり 

(4) スポーツ・文化活動の促進 

(5) 文化財・伝統文化の保存と活用 

 

第１ 子どもの健全育成 

１ 未来の郷土の担い手である青尐年の健全育成 

(1) 青尐年育成団体（子ども会育成会連絡協議会・ＰＴＡ連絡協議会・青尐年問題協議会・青

尐年指導員等）の充実・強化と、指導者・リーダーの育成や、家庭教育の支援体制の確立に

努めます。 

(2) 子どもの生きる力をはぐくむために、体験活動及び地域での活動等を支援します。 

(3) 青尐年育成団体を中心とし、情報配信サービスによる情報メール等を活用し、学校、家庭

と地域活動の連携強化に努めます。 

(4) 志免町子ども読書推進計画に基づき、子どもの読書活動の促進を図ります。 

 

第２ 地域活動・住民活動の支援 

１ 地域で活躍できる人材育成 

(1) 社会教育への積極的参加の促進や、さまざまな方が活躍できる環境づくりに努めます。 

(2) 各社会教育団体との連携を密にし、住民への情報提供に努めます。 

(3) 中央公民館・自治公民館の連携と充実・強化を図り、自治公民館の活性化と、開かれた施

設づくりに努めます。 

 

第３ 志（こころ）ある人づくり 

１ 心豊かな人間性の育成 

(1) 人権・同和教育の啓発と推進に努めます。 

(2) 人権・同和教育推進協議会の組織及び指導体制の充実に努めます。 

(3) 人権相談事業等を行い、人権尊重の心の育成に努めます。 

(4) 人権週間・同和問題啓発強調月間での取り組みの充実に努めます。 

(5) 志免町子どもの権利条例に基づき、子どもの人権尊重に努めます。 

 

※「志（こころ）」は、総合計画研究会で

採用されたことばで、「心」を表してい

ます。 
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第４ スポーツ・文化活動の促進 

１ たくましい心身の育成 

(1) 町民の健康・体力づくりの啓発と推進に努めます。 

(2) 地域交流をめざした軽スポーツの推進に努めます。 

(3) 生涯スポーツの情報提供に努めます。 

(4) 子どもの体力・運動能力向上の基盤づくりに努めます。 

(5) 文化サークル・グループの育成による文化団体活動の充実に努めます。 

 

第５ 文化財・伝統文化の保存と活用 

１ 郷土愛をはぐくむ町民の育成 

(1) 文化財を保存・活用するとともに、伝統文化の継承に努めます。   

(2) 「ふるさと文化」の探訪や町民への資料提供による郷土愛の醸成に努めます。 

 

 

  

未定稿 
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